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2021年6月1日（火） サンクチュアリ（第1ポンド） ニジマス 自分29尾 ツレ24尾

【ヒットルアー】

・モカSR(SS)オラオラオレンジ 6尾

・プチモカSR(SS) 薄茶 6尾

・プチモカSR(SS) ミドピーノ 4尾

・プチモカSR（SS）黄・オレンジ 1尾

・プチモカSR（FⅡ） 黄・オレンジ 3尾

・プチモカDR(F) S.M6 1尾

・ミッツドライ 透明 1尾

・ファクター 0.9g マロン 1尾

・ベッキー 0.35g 銀ピンク 1尾

・マメしずくSS 薄茶 5尾

＜ツレ＞注目ルアー

・モカSR（SS）黄・オレンジ 5尾 / ・モカ ラトル SR（SS）蛍光ピンク 5尾

両方とも、夕方、表層であるが、色が見えなくなるくらいの深さでヒットした。

・モカSR(SS) 薄茶 3尾 表層

モカSR（SS） プチモカSR（SS） プチモカSR（SS） マメしずくSS モカSR(SS)

オラオラオレンジ 薄茶 ミドピーノ 薄茶 薄茶

【様子】

○料金 半日午後 男性 \3,500 女性 \3000

○火曜日は放流なし。餌撒きなし。 晴れ 微風 水は濁っている

スタート～午後2時30分 15尾

○第3ポンドがオープンしていた。20名が入っていること。第1ポンドのつもりだったので、ここに入った。

○終了時間を尋ねると、17時30分とのこと。

○12時20分スタート。お客さんは少ない。

噴水

事務所

自分

第１ポンド

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/



- 2 - 釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/

○表層にマスの姿が見られ、動きもある。

○プチモカSR（SS）薄茶からスタートした。すぐにヒット。4尾取った。

○作成したばかりのマメしずく薄茶を試した。どれも釣れなかった。

マメしずくSS（スローシンキング） ゆっくり沈んでいく。

マメしずく3S（スローシンキングより沈みが遅い）

宙層に浮かんでいる（サスペンド）ような感じである。巻くと浮いてくる。

マメしずくSF（スローフローティング） 浮いている 試さなかった。

○プチモカSR（SS）ミドピィーノで連続ヒットとなった。4尾取った。

○その後、いろいろ試すが、連続ヒットとならない。1～2尾取ると当たりが止まってしまう。

午後2時30分～午後3時30分 2尾

○午後2時30分、さっぱり釣れない。

○スプーンを試す。2尾取ったが、続かない。

○釣れない。表層から深い所まで探るが、当たりがない。

○ツレが、ボトムを試すがダメ。

午後3時30分～午後4時30分 7尾

○活性が上がってきたか。少し釣れるようになった。

午後4時30分～午後5時00分 5尾

○活性が上がってきた。表層でマスが動いている。

○マメしずくBB薄茶で試すが釣れない。

○スローなリトリーブと考え、作ったばかりのマメしずくSS薄茶を試した。連続ヒットとなった。

○掛かったマスを追いかけてくるという姿も見られた。活性が高い。

午後5時00分～午後5時30分 0尾

○表層にマスが集まっている所を釣っていた人が帰っていったのでそこに入った。

○ルアーが着水すると反応するが、口を使わない。結局、この時間帯はボウズだった。

○この時間帯、ツレは、モカSR（SS）黄・オレンジで5尾、モカ ラトル SR（SS）蛍光ピンクで5尾と連続ヒットさ

せていた。両方とも、色が見えなくなるくらいの深さでヒットしたとのこと。

【自作ルアー しずく】

○やっぱり「薄茶」は強い。プチモカSR(SS)薄茶、モカSR(SS)薄茶でよく釣れた。この「薄茶」はアクリル絵の

具で塗ったものである。

○午後4時ごろからマスが表層に集まっているような高活性時は、マメしずくBB薄茶とマメしずくSS薄茶を

使い分けることでたくさん釣れることが分かった。

○しかし、午後4時ごろからの釣りでは、本当にSSは必要だろうか。STで十分ではないだろうか。

マメしずく BB：沈下速度がかなり速い。（ボトムの釣りを意識している）

STとSS：ともに沈下速度が遅い。

基準となる沈下速度より速いものをST、遅いものをSSとしている。

STは作るのが容易だが、SSは難しい。

【自作トルネード】

○ツレにトルネードを試すように頼んであった。

○今日は、市販品、自作品にかかわらず、どれもさっぱりダメだった。

【振り返り】
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○今日は水面直下でよく釣れるという状況だった。プチモカSR（SS）、モカSR(SS)が着水したら、竿を立てて

ルアーを水面直下まで引き上げ、そこから巻いた。少し沈んだと感じたら、また、竿を立ててルアーを引き

上げ、リトリーブした。スプーンは軽いものを選んだ。

○今日は、1～2尾釣れると釣れなくなるという状況であった。表層をプチモカ、モカに限らず、違うルアー

を投げると良かったかもしれない。

○女性スタッフが回ってきたので尋ねた。「今の時期は1～2尾釣れると釣れなくなるので、ルアーをいろい

ろと試す。マスは宙層から上にいる。ボトムにはいない。ボトムにいるのは噴水のところ。」

○ミドピーノで釣れるが、黄・オレンジで釣れない。または、その逆。こういったことがある。

○ミドピーノ、黄・オレンジ、薄茶がよく釣れる。３色でローテーションする。

○棚を探すときは、モカDR（SS）ミドピィーノ、モカDR(SS)薄茶、モカDR（F）ミドピーノを使う。

ボトムも試す。トップは魚の様子から判断する。

○釣れない時間帯が続いたときは、釣れていたルアーをもう一度試す。

○パイロットルアーとしてのスプーンを探すこと。


